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十
二
月
十
日
、
好
天
で
、
し
か
も
日
中

二
十
一
℃
と
真
冬
に
は
異
常
な
暖
か
さ

の
中
、
保
存
会
は
一
年
の
締
め
く
く
り
と

し
た
収
穫
感
謝
祭
～
み
ん
な
で
感
動
！

さ
あ
～
つ
か
ま
い
！
感
謝
を
こ
め
て
餅

つ
き
を
～
を
地
域
住
民
を
は
じ
め
と
し

た
大
勢
の
参
加
者
と
も
ど
も
、
一
体
に
な

っ
て
実
施
し
た
。

十
時
、
会
長
は
コ
ロ
ナ
禍
で
四
年
ぶ
り

の
開
催
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
こ
こ
数
年

の
天
候
不
順
に
よ
る
不
作
続
き
に
も
拘

わ
ら
ず
、
強
固
な
魂
を
も
っ
て
千
枚
田
の

保
存
継
承
に
尽
く
す
百
姓
衆
や
、
そ
れ
を

応
援
し
て
い
た
だ
く
皆
さ
ん
に
感
謝
す

る
と
と
も
に
、
本
日
の
イ
ベ
ン
ト
は
皆
さ

ん
の
ご
好
意
、
協
力
金
で
賄
わ
れ
る
。
そ

こ
ん
と
こ
ろ
を
ご
承
知
お
き
、
す
べ
て
自

由(

無
料)

に
飲
み
食
い
し
て
頂
け
れ
ば
、

と
挨
拶
。
感
謝
祭
を
開
催
し
た
。

会
場
で
は
ま
ぼ
ろ
し
の
鈴
原
糯
を
一

回
に
二
臼
ず
つ(

あ
ん
こ
、
き
な
粉
、
大
根

お
ろ
し
、
よ
も
ぎ
餅
に
し)

計
六
臼
を
振

る
舞
っ
た
。
ま
た
、
獣
害
対
策
で
捕
獲
し

た
シ
シ
汁
、
名
産
の
「
鳥
長
の
皮
肝
」
等

の
焼
き
肉
。
嬉
し
い
こ
と
に
、
お
馴
染
み

の
丸
八
製
菓
「
八
雲
だ
ん
ご
」
の
ご
厚
意

か
ら
串
だ
ん
ご
を
沢
山
戴
き
、
古
民
家
カ

フ
ェ
「
た
て
ば
」
の
ス
タ
ッ
フ
が
汗
だ
く

で
焼
い
て
振
る
舞
っ
た
。
テ
ン
ト
で
は
昔
、

若
か
っ
た
「
棚
田
っ
娘
」
の
地
域
名
物
「
千

枚
田
五
平
餅
」
も
好
評
で
あ
っ
た
。

「
河
西

忍
と
ゆ
か
い
な
仲
間
」
も
、
四

年
ぶ
り
の
開
催
に
約
二
十
人
の
生
バ
ン

ド
の
仲
間
た
ち
が
集
結
。
「
天
空
の
コ
ン

サ
ー
ト
」
と
し
て
感
謝
祭
に
華
を
添
え
て

頂
い
た
。
お
か
げ
で
感
謝
祭
は
ピ
ー
ク
に

達
し
、
伝
承
行
事
の
盆
踊
り
が
始
ま
っ
て

し
ま
っ
た
。
地
唄
の
な
か
で
も
軽
快
な
手

踊
り
「
ち
ょ
い
な
ち
ょ
い
な
」
に
参
加
者

も
身
振
り
手
振
り
で
踊
り
だ
す
始
末
。
何

に
し
て
も
、
こ
の
師
走
に
盆
踊
り
が
自
然

発
生
的
に
で
た
こ
と
は
、
参
加
者
全
員
が

一
体
に
、
有
無
も
な
く
楽
し
ん
で
く
れ
た

証
で
も
あ
る
と
解
釈
。
ホ
ッ
と
し
た
。

衆
議
院
議
員
今
枝
先
生
も
国
の
棚
田
保

全
支
援
「
棚
田
地
域
振
興
法(

つ
な
ぐ
棚

田
遺
産)

」
な
ど
の
挨
拶
、
「
む
ら
び
と
」

や
参
加
者
と
共
に
楽
し
ん
だ
。

四
谷
の千

枚
田
だ
よ
り
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棚
田
サ
ミ
ッ
ト

第
二
十
八
回
全
国
棚
田(

千
枚
田)

サ

ミ
ッ
ト
が
十
一
月
十
八
日(

土)

～
十
九

日(

日)
の
二
日
間
、
和
歌
山
県
那
智
勝
浦

町
で
開
催
さ
れ
、
鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存

会
は
高
橋
孝
行
、
田
中
幸
夫
、
丸
地
典
利
、

松
下

誠

、
小
山
舜
二
が
参
加
し
た
。

早
朝
五
時
出
発
、
会
場
の
那
智
勝
浦
町

体
育
文
化
館
に
て
、
十
時
半
の
事
例
発
表

か
ら
参
加
し
た
。

事
例
発
表

棚
田
を
ま
も
ろ
う
会

外
山

麻
子
氏
が
「
想
像
力
が
つ
な
ぐ
棚
田
、
私

た
ち
は
今
」
と
題
し
て
発
表
。
氏
は
横
浜

育
ち
、
大
学
で
は
都
市
か
ら
農
村
へ
の
移

住
に
つ
い
て
研
究
。
卒
業
と
同
時
に
色
川

に
移
住
し
、
家
族
と
有
機
農
業
を
核
と
し

た
自
給
的
な
暮
ら
し
を
し
て
い
る
。
田
舎

暮
ら
し
を
選
ぶ
人
が
増
え
る
よ
う
体
験

の
受
け
入
れ
等
を
行
っ
て
い
る
等
々
、
実

践
的
な
発
表
で
あ
っ
た
。

基
調
講
演

島
根
県
中
山
間
地
域
研
究
セ

ン
タ
ー
研
究
企
画
監

有
田

正
一
郎
氏

島
根
県
に
Ｉ
タ
ー
ン
し
現
職
。
主
な
研
究

分
野
は
地
域
運
営
の
仕
組
み
作
り
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
、
若
者
定
住
と
必
要
な

生
活
費
、
少
子
化
対
策
、
地
域
経
済
循
環

な
ど
で
、
「
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
の

地
域
の
体
制
作
り
」
と
題
し
て
島
根
県
を

事
例
に
「
人
口
減
少
の
局
面
に
お
い
て
、

農
業
・
農
山
村
を
ど
う
支
え
て
い
く
か
」
、

「
担
い
手=

住
民
が
暮
ら
し
続
け
る
た
め

に
は
、
ど
ん
な
地
域
の
体
制
が
必
要
か
」

を
中
心
に
講
演
さ
れ
た
。

分
科
会

・「
関
係
人
口
の
継
承
」・「
集
落

空
間
の
継
承
」・「
災
害
教
訓
の
承
継
と
継

承
」・「
地
域
振
興
下
の
棚
田
保
全
」
の
四

分
科
会
で
そ
れ
ぞ
れ
議
論
さ
れ
た
。

保
存
会
は
中
島
峰
広
棚
田
博
士
が
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
第
四
分
科
会
「
地
域

振
興
下
の
棚
田
保
全
」
に
参
加
し
た
。
こ

の
分
科
会
は
中
島
先
生
を
中
心
に
棚
田

を
保
存
継
承
す
る
エ
キ
ス
パ
ー
ト(

選
ば

れ
た
百
姓)

が
忌
憚
の
な
い
意
見
交
換
の

場
「
棚
田
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
会
」
と
し
て

発
足
、
人
気
も
大
き
く
年
度
ご
と
に
国
を

東
西
に
分
け
て
開
催
し
た
り
し
た
。
今
回

は
希
望
者
を
募
り
、
先
着
百
人
に
制
限
し

た
と
か
…
。
パ
ネ
ラ
ー
の
元
農
林
水
産
省

農
村
振
興
局
地
域
振
興
課
長

松
本
雅
夫

さ
ん
の
棚
田
地
域
振
興
法
を
活
用
し
た

棚
田
保
全
「
棚
田
地
域
振
興
法
」
に
つ
い

て
懇
切
丁
寧
な
説
明
が
あ
っ
た
。

平
成
十
一
年
「
棚
田
百
選
」
選
定
、
翌

十
二
年
か
ら
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

制
度
、
そ
し
て
棚
田
地
域
振
興
法(

つ
な

ぐ
棚
田
遺
産)
等
々
の
関
わ
り
が
深
く
、

棚
田
保
全
継
承
の
お
話
の
内
容
か
ら
も

温
情
が
伺
わ
れ
た
。

意
見
交
換
で
、
私
は
松
本
さ
ん
に
棚
田

地
域
振
興
法
は
令
和
七
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
の
時
限
立
法
と
の
お
話
で
し
た

が

現
在
五
期
を
継
続
中
の
中
山
間
地
域

等
直
接
支
払
制
度
も
一
期
五
年
で
あ
っ

た
。
当
時
の
棚
田
サ
ミ
ッ
ト
で
は
二
期
、

三
期
継
続
を
大
テ
ー
マ
に
要
望
し
た
経

緯
が
あ
る
。
棚
田
地
域
振
興
法
も
棚
田
の

百
姓
に
保
存
意
欲
が
沸
く
よ
う
な
温
か

い
法
改
正
を
施
し
、
是
非
と
も
、
こ
の
恩

恵
あ
る
制
度
の
継
続
を
お
願
い
し
た
い
。

今
日
、
こ
の
席
に
現
職
の
担
当
課
長
さ
ん

も
お
ら
れ
ま
す
。
大
き
な
拍
手
を
も
っ
て

お
願
い
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
と

発
言
、
会
場
の
皆
さ
ん
か
ら
も
大
き
な
拍

手(

賛
同)

を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

現
地
見
学

色
川
の
棚
田
群

途
中
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
か
ら
ワ
ゴ
ン
車

に
乗
り
換
え
「
ぽ
つ
ん
と
…
」
の
様
な
曲

が
り
く
ね
っ
た
沿
道
を
進
み
棚
田
群
へ
。

一
見
、
一
度
は
放
棄
し
た
棚
田
を
一
部
再

生
し
た
よ
う
な
光
景
に
ビ
ッ
ク
リ
。
田
ん

ぼ
の
中
身
よ
り
土
坡
の
ほ
う
が
広
い
じ

ゃ
ん
か
ん
、
機
械(

耕
運
機)

も
出
し
入
れ

で
き
ん
し
、
畦
も
手
ぬ
り
だ
。
こ
れ
を
見

る
と
、
う
ち(

四
谷
の
千
枚
田)

の
田
ん
ぼ

が
え
ら
い(
大
変)

な
ん
て
言
っ
ち
ゃ
ぁ

～
お
れ
ん
。
こ
り
ゃ
ぁ
～
大
変
だ
ぁ
…
と
、

語
り
合
っ
た
。
色
川
の
棚
田
群
は
那
智
勝

浦
町
の
色
川
地
区
に
広
が
る
棚
田
群
で

三
十
一
㌶
。
四
十
年
以
上
前
か
ら
移
住
に

力
を
入
れ
て
お
り
、
オ
ー
ナ
ー
制
度
を
取

り
入
れ
た
り
、
地
域
一
体
と
な
っ
て
保
全

活
用
に
取
組
ん
で
い
る
そ
う
だ
。

栽
培
方
法
は
農
薬
・
化
学
肥
料
不
使
用
、

水
苗
代
、
手
植
え
、
手
刈
り
、
天
日
干
し

と
い
う
が
、
四
谷
の
千
枚
田
で
は
到
底
、

考
え
ら
れ
な
い
し
、
こ
の
方
法
で
は
田
ん

ぼ
の
雑
草
が
害
虫
の
温
床
に
な
り
、
周
囲

に
迷
惑
が
掛
か
る
し
…
、
そ
ん
な
手
間
暇

が
な
い
。
と
感
じ
た
。
す
み
ま
せ
ん
…

写
真

四
谷
の
千
枚
田(

石
積
の
棚
田)

十
一
月
二
十
四
日
撮
影

=

第
二
十
九
回

全
国
棚
田(

千
枚
田)

サ
ミ

ッ
ト

長
野
県
上
田
市
「
稲
倉
の
棚
田
」

令
和
六
年
十
月
十
七
日
・
十
八
日
開
催=

行

令
和
五
年
十
二
月
十
五
日

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会

発

文

責

小

山

舜

二


